
Ｐ－８４－参照 豊橋第二中学校からは２年生が２１０名が動員された。*1
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お 名 前 性 別 満年齢 終戦時の年齢 現 住 所４７

中西 都夫 男 性 ７３歳 ７歳 一鍬田
な か に し く に お

清水野国民学校２年生

① ８月１５日は，どこでどんなことをしていましたか。

自宅にいたはずです。
じ たく

② 終戦のことを，どこで，どのように聞かれましたか。

幼かったのでよく覚えていません。
おさな

③ 敗戦を知らされた時の気持ちやその時の様子

何も感じなかったと思います。

④ 体験の中で，子どもたちに語り伝えておきたいこと

「海軍工廠で１３歳の兄が……」
こうしよう さい

私は８人兄弟の次男です。兄が海軍工廠で亡くなったことは，本当にショック
な

でした。とても優しい兄で，幼かった私をよく遊んでくれました。しかし，不思
やさ

議なことに亡くなった時のことは全く覚えていないのです。兄が急に消えてしま

った，という感じでした。おそらく，両親が私にショックを与えまいと，あまり
あた

話さないようにしていたのだと思います。兄の二つ年下の姉が当時のことをよく

覚えており，手紙に書いてくれましたので紹介します。
しようかい

（豊川市小坂井町在住）○ 姉の手紙より
こ ざか い

兄の英が中学２年生の時でした。学業半ばで豊川海軍工廠へ学徒動員で行き，
すぐる

昭和２０年８月７日，空爆によって命を絶たれました。
くうばく

兄は，一鍬田から豊橋二中まで自転車で通学していました。小柄だった兄は，
こ がら

まだ足が十分とどかない自転車に下駄をはいて乗っていました。豊橋まで通うの
げ た

は大変そうで，寒い時はかわいそうに思いました。１年生の時は何とか授業がで

きたものの，物資が不足し，まともな教科書もなく，勉強好きの兄はとても悲し

がっていました。２年生になると勉強どころではなくなりました。戦況はますま
せんきよう

す苦しくなり，兄は海軍工廠の機銃部に動員 されることになりました。*1
き じゆう

着る物も食べる物も満足にありませんでしたが，それでも兄たちは「日本は勝

つ 「日本を守る」という信念だけで耐えていたように思います。昼の食事で，」，
た

ごはんにイナゴがまるごと入っていることがあり，どうしてものどを通らなかっ

たと話していたことがあります。私たちの家は家族が多く，弁当を持たせる余裕
よ ゆう

はなかったのです。兄が亡くなった後，母は「自分は食べなくても，弁当を持た

せてやればよかった 」と，悔やんで泣いていました。。
く

工廠では，何度もＢ２９が飛来するようになり，たびたび工廠の外へ避難して
ひ なん

いたそうでしたが，その日に限って防空壕の中に入ったようです。雨のように降
ぼうくうごう ふ

爆死された 英 さん▲
ばく し すぐる



小型のショルダーバッグのような布袋で，身の回りのこまごました物を入れるのに使用された。*1
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りそそぐ爆弾が防空壕を直撃し，胴体は真っ二つになり，即死だったようです。
ばくだん ちよくげき どうたい そく し

， ， ，「 。」夜 学校の仕事から帰った父は 背負い紐を持ち おぶってでも連れて帰る
せ お ひも

と言って出かけました。しかし，夜のことでもあり，大勢の人が折り重なって死

んでいて，兄を見つけ出すことはできず，むなしく帰ってきました。山の方へ逃
に

げたかもしれないと，かすかな望みをいだきながら……。

翌日，英といっしょにいた豊橋二中の学友と豊川の叔母がさがしに行ってくれ
よくじつ すぐる お ば

ました。門を一歩入ると，真っ黒に焦げ，男女の区別もつかない死体が重なって
こ

いたそうです。手足がちぎれてバラバラになったものも多く，とても正視できな
せい し

， 。 ，い 地獄のようなありさまだったと言っていました 異様なにおいがただよう中
じ ごく い よう

トラックやリヤカーで死体が運ばれていたそうです。

学友が，防空壕の場所を教えてくれました。叔母は，くずれた防空壕の中で折

り重なった死体の中から，胴体が二つにちぎれた兄を見つけました。血のついた

雑のう に「豊二中 中西英」の名前を確認しました。あまりに変わり果てた姿*1
かくにん すがた

に，叔母はぼう然とするばかりだったそうです。悲しいことに，兄を連れて帰る

ことはできませんでした。亡くなった人は全員，千両の山の中に穴を掘って葬ら
ち ぎり あな ほ ほうむ

れたそうです。だから，兄の遺骨はありませんでした。雑のうだけを一鍬田のお
い こつ

墓の中に納めました。父は 「英は，国のためにりっぱに死んだんだ 」と悲しみ， 。
おさ

を押し殺していましたが，母は肩をふるわせて泣いていました。母は，終戦にな
お ころ かた

ってからも兄を思い出すのか，小さい弟を抱きながら泣いているのを何度か見ま
だ

した。国のために死ぬんだと言っていた兄でしたが，こんな形で最後を迎えると
むか

は，本当にかわいそうでした。苦しい時代に生まれ，青春も知らないで死んでい

った兄を思い，句を作りました。

『将来に大きな夢を持ち 勉学を絶たれし兄の無念さ思う』
しようらい

『工廠の爆撃の様まざまざと 中２の亡兄の面影を追う』
ばくげき あ に おもかげ

未来のある若者の命
わか もの

を奪って，家族を悲し
うば

ませ，それぞれの人生

を狂わせてしまうよう
くる

な戦戦は，二度とあっ

てはなりません。

左すみには防空壕が見えます▲ 空襲前の豊川海軍工廠

（写真提供：桜ヶ丘ミュー

ジアム）


